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イギリス産業革命期の土地投資
一アークライト家の事例を中心として一
原　　　輝　史
I　問題の所在
（1）問題の設定
　近年，日本におけるイギリス経済史研究の基本視角にひとつの転換が要請さ
れている。従来のイギリス経済史研究の基本視角は，研究対象国たるイギリス
を，世界最初に自生的に産業革命を達成した資本主義の母国として把握する傾
向が強かった。この基本視角は，日本における経済史学界の水準を飛躍的に上
昇させ，現在においても決して右効性を失うものではないであろう。だが，イ
ギリス経済史研究が，産業革命期以降の経済発展の研究へと，時代的に下降
するにつれ，ヴィクトリア繁栄期以降のイギリス経済の停滞性の究明が興味の
対象として浮かびあがってきたのである。荒井政治氏は「近代イギリス杜会経
済史」のなかで，この新たな研究視角について次のように述べている。rしか
し，産業革命の成果を摘みおわった19世紀後期，成熟期のイギリス経済は今や
新たな問題を投げかけてきた。例えば，ヴィクトリア盛期の繁栄を支えてきた
イギリス産業は，なぜ未来に挑戦する活力を失ったか，その市場はなぜ米独の
浸蝕にまかされるに至ったか，といったイギリス経済の停滞性をめぐる諸問題
の登場がそれである。」ω同様な問題意識にたつものとして，我々は，中川敬一
郎氏，②米川伸一氏，帽〕竹内幹敏氏14〕などの諸業績を数えあげることができよ
う。
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　19世紀イギリス経済停滞の原因に関する研究は，今まさに進行中であり，そ
の最終的結論を求めることは時期尚早である。⑤本稿は，イギリス経済の現代
的停滞の一因と考えられているイギリス企業者活動を産業革命期にまでさかの
ぼって考察しようとするものである。さらにまた，イギリス杜会の工業化過程
におげる農業と工業の相互関係の究明は，農業杜会からの脱出を願う発展途上
国にとっては，現実的研究課題となるであろ㌔私は，本稿のなかで，以下3
点の問題を設定L，その解明を意図している。まず第1点は，産業革命期にお
げる農業と工業との関連を，イギリスの場合：こ即して，具体的に解明すること
である。ここでは，工業資本家，アークライト家の土地投資を究明するにあた
っての必要不可欠な理論的枠組を設定するのをその目的としている。即ち，ア
ークライト家の土地投資は，資金および経営活動の工業から農業への移動を意
味するのである。だが，産業革命期の経済発展過程は，まさにこれとは逆に，
まず農業での生産性の上昇がみられ，これが工業での発展に寄与していくので
ある。本稿では，この現象が，イギリスの場合に如何なるメカニズムをへて発
生したのかを最近の説明によって具体的に跡づけてみることを意図している。
この第1点をまず本稿の前提として把握して，次に第2点として，産業革命期
におけるアークライト家の土地投資および農業活動を明らかにしようとするも
のである。考察の対象は，純粋な綿工業資本家初代リチャード・アークライト
から，綿工業から農業へと経営を拡大した2代リチャード・アークライトをへ
て，杜交的地主生活を享楽するようになってしまった3代ジョン・アークライ
トに至るまでの3代に限定する。私は，本稿を作成する遇程において，中川敬
一郎氏のアークライトエ場衰退謝6］を再検討してみたのである。中川氏は，ア
ークライトエ場が，産業革命の進展とともに衰退していく現象を析出し，この
原因をアークライトエ場の工業的側面に求めている。これに対して，私は，ア
＿クラィト家の資金および経営活動が工業から農業へと重心を移動させたこと
にもその衰退の遠因があるのではないかと考えている。最後に第3点として，
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経済活動の中心が，農業から工業へと移動しつつある産業革命期に，アークラ
イト家の如き大規模な土地投資の生じた要因を，経済的要因と非経済的要因と
の両老から可能な限り分析しようとしたものである。以上3点が，本稿で究明
しようとする問題点である。
（2）研究史の概観
　私が以下考察する研究史は，アークライト家の経営活動に関する研究史とイ
ギリス杜会における土地所有の意義に関する研究史とに二分される。最初に，
アークライト家の研究史について簡単にみておきたい。アークライト家研究に
関して，まず第1に挙げなけれぽならないものは，ジョージ・アソウィソ
（George　Unwin）による「サミュエル・オルドノオとアークライト家」（Samue1
01dknow　and　the　Arkwrights）であろう。＝7〕なお，本書に先立ってポール・マント
ゥ（P・ul　M・ntoux）は，大著r産業革命」をフラソス語で著わしていたが，そ
の最初の英訳が1928年に実現している。帽〕マソトウは，本書の第2編r大発明
と大企業」のなかで水力紡績機のr発明家」，および近代的工場制度の経営者
としての初代リチャード・アークライト（Richard　Arkw㎡ght）について，かな
りの頁をさいている。彼はここで，初代リチャード・アークライトのr発明
家」としての資質には疑問を提起しているが，工業資本家としてのアークライ
トの才能を高く評価し，次の如く述べている。「近代的工場を創設したのはア
ークライトである。かれのなかに，技師や商人とちがう大産業家の新しい型が
具現している。かれは技師や商人から主要な特徴を借りてはいるが・そのうえ
に独特の特螢，すなわち事業の創設者，生産の組織者，労働老の指揮老として
の特徴をかねそなえている。」｛釧その後アークライト家に関する研究は，フィッ
トソ（R．S．F三tt㎝）とワァヅワプース（A．P．Wadsworth）の共著である「スト
ラヅト家とアークライト家」（TheStruttsandTheArkw・ights）が発表された。肛o〕
本書は，1950年にダァービシャ（Derbyshire）のベルパ（Belper）で発見された
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史料に基づいており，主としてストラット家の側からそのパートナーとしての
アークライト家に言及したものである。それ故「不幸にも，ダァービシャおよ
びその他の場所でのアークライトの活動に関しては，それ程明らかにするとこ
ろがなかった。」ωのである。そして，本書での考察は，水力紡績機のr発明
家」としての技術家的側面と，近代工場の組織者としての経営考的側面との両
割こ限定されてい乱日本におげる研究で，アークライト家の経営活動に論及
している業績には，中川敬一郎氏，ω堀江英一氏，胸井上巽氏，幽原田聖二氏固
などの研究がある。だが，これらの研究は，全て，アークライト家の工業経営
活動に関する研究であ私そこで，本稿では，今重で紹介されることのなかっ
たアークライト家の所領購入および農業活動を中心に論述するつもりであり，
その依拠する論文は，ジョーソズ（E－L　J㎝es）の「工業資本と土地投資」
（Industrial　Capital　and　Landed　Inves伽ent）である。㈹
　次に，イギリス杜会における土地所有の持つ特殊な意義に関する研究史を考
察するにあたり，まず第1に米川伸一氏の業績を確認しておく必要がある。米
川氏は，産業箪命郷こ成功した企業者が，例外がないといっていいくらいに土
地所有者へ転生した現象を次のように理解するのである。米川氏は「人間活動
の目標にも，たとえていうならば隈界効用の法則のようなものが働くのであっ
て，経済的欲求がある程度満たされるとそのエネルギーを別の分野にも配分し
ようとする。それが政治活動であるか，宗教的奉仕であるか・レジャーである
かはその時代における当杜会のヘゲモニックな価値体系によって定められるで
あろう。」㈹と述べている。そして，イギリス杜会に特有なこの現象をr地主階
級への転化という視角以前に利子生活者への転進」胸として理解しようとする。
米川氏ぱ，土地所有の非経済的動機を無視することは出来ないと主張しながら
も，所領購入の経済的動機の考察を重視する。ただ，米川氏の主張にとって重
要なことは，「経済的といった場合，土地はすでにレ＝■トナーの眼には資本と
してでぽなく資産として映ずるということである。端的に言えば，彼らに問題
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になるものは，単に年々の収入（＝地代）だけではなく地価がもっとも重要な
のである。」閥このような米川氏の所領購入のr経済的」動機に関する考察は，
「無隈長期的な資産極大化」厘oという最新の表現のなかに最も要約的にあらわ
されている。最後に，もう一人の論者，角山栄氏の場合を考察しておきたい。
r絶対王制成立の基礎となるものは，『ジェントリ』的土地所有である。」剛と
する角山栄氏が，封建制から資本制への過渡期にあらわれる産業資本をrジニ
ントリ的資本」と規定したのは周知の事実である”角山氏は，かかるジェソ
トリ的資本が不断に発生する現象を次の如く説明している。即ち，r初期資本
はその発展過程に，剰余価値率および利潤率低下の傾向を生みだすことにより，
剰余価値それ自身は初期資本の再生産に向わずに，たえず他の有理な分野に向
って出てゆく傾向をもっているのである。そのもっとも有利な投資分野が，他
ならぬ土地投資である。」㈱それでは，土地投資は如何なる意味において有利な
投資分野だったのであろうか。角山氏は，16世紀から17世紀の土地投資の利子
率と公定利子率の比較から，土地投資は，決して経済的に有利だったのではな
いと結論する。そして，土地投資の非経済的効果を強調され次の如く述べるの
である。即ち，r土地は危険の少ない投資対象で，子孫の代までも確実にのこ
る財産であったことが，土地投資の利子率を低率ならしめていたのであり，し
かも土地所有によってこそ，商人やヨーマンのジェソトリ層への身分的上昇が
可能であったのであり，ジェソトリに上昇すれば，治安判事のごとき地方の名
誉職はもとより，議会のメムバーへの道もまた開げるというわけである。」幽以
上の研究史をふまえながら，本稿では，アークライト家の所領購入および農業
活動について具体的に考察していきたい。
注（1〕荒井政治r近代イギリス社会経済史」，未来杜，1968，はLがき，2頁o
　（到　中川敬一郎r19世紀イギリス経営史の基本間題」（杜会経済吏大系W），弘文堂，
　　1961o
　（3）米川伸一rイギリス近代所領経営の経営理念」（国民経済の譲類型），岩波書店，
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　1968o
　　米川伸一「経営吏学の成立と課題」（経済学全集11「西洋経済吏」別冊），筑摩書
　房，1968。
　　米川偉一訳（P－Anderson著）　r現代イギリス危機の諸起源」（思想No－498，
　No．501），岩波書店，1965．1966。
（4）竹内幹敏「19世紀イギリスエ業の停滞」（都立大，経済と経済学13号），1963。
（5〕イギリス経済の停滞性の原因には，次の如き諾説が存在するo
　　（1）早期スタートによるノ・ンディキャヅプ，（2）比較的豊かな労働カの存在，（3〕植民
　　地市揚への逃避による旧工業の延命，（4）科学的技術教育制度の欠陥，（5）企業家の
　　保守的メンタリティ。（荒井政治「近代イギリス杜会経済史」207頁）
　　本論文は（5）の視点から，イギリス経済停滞の要因を究明するヒントをえようとす
　るものである。
（6〕中川敬一郎rイギリス綿業における工場制度の成立」（東大・経済学論集20の4・
　5），　1951o
　　なお，本論文は後に下記書物へ蚊録された。
　　大塚久雄・入交好脩編r経済吏学論集」，河出書房新杜，1962。
（7）George　Unwin，Samuel　O1dknow　and　The　Arkwrights，1924一
（8〕Paul　Mantoux，La　Revolution　industriel1e　au　X▽1II　siさcIe・　Essai　sur－es
　Commencements　de　la　grande　industrie　modeme　en　Angleterre，1906一
　　なお，マージョリ・ヴァーノン（Marjorie▽emon）の最初の芙訳は，次の題名
　でユ929年に出版されたo
　　The　Industhal　Revolution　in　the　XVII1th　century，An　out1ine　of　the　begin－
　nings　of　the　modern　factory　syste肌in　England．
　　なお，本書の邦訳は，徳増栄太郎，井上幸治，遠藤輝明3氏の共訳で「産業章
　命」の表題のもとに1964年東洋経済新報杜から出版されている。
（9〕徳増，井上，遠藤訳r産業革命」・東洋経済新報杜・1964・311頁。
⑩R．Sl　Fitt㎝＆A．P－Wadsworth，The　Strutts　and　The　Arkwhghts，1958．
¢］）　Ibid一，Preface，P－V・
⑫　中川敬一郎rイギリス綿業における工揚制度の成立」（経済吏学論集），河出書房
　碧…をと，　1962o
⑱堀江芙一rアークライト型紡績工場」（京大・経済論叢100巻2号）・1967。
　　堀江芙一「イギリス紡績業における機械体系の確立過程」（京大，経済論叢99巻
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　1号），1967o
⑭　丼上巽「産業革命期におけるイギリス綿業の構造変革」（土地制度吏学19号）．
　1963。
⑮　原因聖二rイギリス産業革命期における企業者活動の一例」（関酉大，経済論集
　11巻4号），1961o
⑯　E・L・Jones，Industrial　Capital　and　Landed　Investment：The　Arkwrights
　in　Herefordshire1809－43一（E－L．Jones＆G－E－Mingay　ed．，Land，Labour　and
　PopuIation　in　the　Industria1Revolution一），1967一
⑰　米川伸一r経営史学の成立と課題」，筑摩書房，1968，19頁。
⑱　　同　上，19頁o
⑲　　同　上，21頁。
⑳　米川伸一rイギリス近代所領経営の経営理念」（国民経済の講類型），岩波書店，
　1968，192頁o
㈲　角山栄r資本主義の成立過程」、ミネルヴァ書房，ユ956，7頁。
鯛　角山栄氏のジェントリ的資本については，下記の文献を参照。
　　鈎山栄「イギリス絶対主義の構造」，ミネルヴァ書房，1958，第3章第4節。
　　角山栄「イギリス毛織物工業史論」，ミネルヴァ書房，1960，第5章。
鱒　角山栄rイギリス毛織物工業史論」，ミネルヴァ書房，1960，275頁。
触　　同　上，277頁o
皿　産業革命期における農業と工業
（1）工業化の前提とLての農業生産力の上昇
　我々は，工業化の不可欠の前提として，農業生産力の上昇を措定することが
できる。何故なら，原理的には，中世封建杜会において，支配的な経済活動は
農業活動であり，工業活動は農業生活者に必要な製品を自給自足的に生産して
いたに過ぎないからである。そこで，ここでは，工業化の前提としての農業生
産力の上昇を重視するジョーソズ説によりつつ，イギリス北西部地方が，資本
主義化していくプロセスを具体的に検討し，農業から工業への動きを明確にし
たい。ω従来経済史家は，工業化に際しての農業の役割をそれ程重要視せず，
9工
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補完的なものに過ぎないと考える傾向があった。例えば，ハバカク（H．J．
亘abakkuk）は，全てのユ9世紀の工業化の初期の段階には，農産物生産の増大が
みられるのを確認しながらも，次のように述べている。即ち，r農産物の増大
が，多くの場合に，経済成長が加速化したあとで起きたのではなく，経済成長
に先だって生じたというだけの理由で，この農産物の増大を経済成長の前提条
件と考えるべきではない。」＝2］さらにフリン（M－W．Flim）も次のように述べて
い乱即ち，r農業発展それ自体が産業革命を刺激する程大きな役割を演じた
かどうかは，依然として極めて疑わしいと考えねばならない。」帽］これに対して，
以下考察するジョーンズの見解は，対照的である。ジョーソズは，産業革命に
先行するユ7・18世紀の農業生産力の上昇が工業化に対して与えた積極的役割を
高く評価している。彼は，工業化に成功したイギリス，西ヨーロッパ，北アメ
リカ，そして目本の4地域を考察対象地域とし，その工業化成功の秘密を農業
の生産面の発展（deve1opment　on　the　p・0ducti㎝side　of　ag・iculture）に求めるの
である。それでは，ジ目一ソズの論文によりつつイギリスにおける工業化を考
察してみたい。〔4〕ユ8世紀後半までに，イギリス，西ヨー同ツバの幾つかの国々，
北アメリカが，世界の残余の国々に比較し，経済的に発展していたのは何故で
あろうか。その理由の多くは，過去の歴史や，先史時代にまでさかのぽったと
ころにみいだせるかもしれないが，それ以上にこの経済的進歩の理由は，ユ7世
紀・18世紀の農業の先進性のなかに存すると考えられ私17・18世紀には，水
上輸送費が安価で，人口が停滞しており，時には人口の減少さえみられた人口
圧の緩和していた国々において，より優秀な農業技術が採用されたのである。
イギリスもこの例にもれなかった。その結果，一人当りの所得（percapita
incOme）は上昇しつつあった。穀物需要に対する所得弾力性（the　income　eI・sti・
・ity・fd・m・nd　f・・9・・in）は，低かったと思われるので，消費者は，畜産品
（livestock　p・0ducts）を含む他の商品を購入する資金的余裕があった。このこと
は，工業を緩慢に成長させると同時に，農家所得を保障したのである。このよ
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うな背景のもとでは，農業生産力
の上昇が，経済発展の前提条件と
して与えた影響力の大きさを容易
に想像することができる。飯沼二
郎氏も述べているように「いずれ
の国においても，農業はけっきょ
く地力維持の体系」崎］なので，我
々の分析の起点は，地力維持手段
の窮極的源泉たる家畜飼料の考察
から始重る。17世紀の中頃から，
多種類の飼料作物，特にクローバ
ー，いがまめ（sainfOin），どくむ
ぎ（・yeg・ass），かぶ（tu・nip）が，
第1図農業活動の拡犬図
⑧⑤團
⑦
④
）1
［Jone雪，ムgriou肚凹re　a皿d　Eoonomio　Growth　i皿EngIand
　　　　　　　　1650－1815－P－156よリ作成〕
広範に普及し，灌溺1牧草地（iOated　water　meadows）が大量に造成された。この
結果より多くの家畜飼育が可能となったのは勿論である。崎〕このような，飼料
作物の増加は，効果的な人造肥料の皆無な当時の杜会にとって，決定的に重要
な一大進歩だったのである。何故なら，飼料作物の導入は，r地力維持手段」
たる家畜肥料の増大を意味す私そして，この家畜肥料の大量の投入は，穀類
および飼料作物の収穫を高める。このようにして，増大した飼料作物は，より
多数の家畜の飼育を可能とするのである。このようにして，緩慢に拡大しつつ
ある経済的活動圏（Ci・CIe）全体が，もうひとまわり大きくなるのである。この
ような循環的効果を次々に生みだしながら，農業経済自体が拡大していく過程
は第1図から容易に理解できる。一7〕
（2）地理的特化の発生
　ところで，市場としてのロソドソの重要性は，ますます増大しつつあった。
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ロンドンの人口は，1650年一1750年を基準にすると，70％増大していた。実数
で言えば，ω万人から67万5千人に増加したのであり，これは，イギリス全人
口の7％から11％への上昇であった。｛副リグレイ（E・A・W・igl・y）は，1650年一
1750年にかけての農産物の13％の上昇を，次の如き理由によると考えている。
まず第1には，ロソドン人口の増大，およびロソドソ以外での非農業労働著
（non・fam　w0・ke・）人口の増加。第2には，急激な家畜飼育の増大による食事
の改善。第3には，全穀類の6％を占める輸出の存在，以上の諸点である。こ
の生産物の13％の上昇は，重要な工業投入物（indust・ial　inputs）を欠いている
当時の農業にとっては，驚くべき上昇だったのであ飢そして農業部門は・
多くの所得と労働力とを第2次および第3次産業部門へと排出したのであ孔1釧
このような，急速な農業生産力の上昇の結果，穀物や家畜は供給過剰となり，
そのため農業生産に不利な借地農たちは，特に悪影響をこうむったのであ孔
不利な借地農とは，北部及び西部の湿気の多い高地やミドランドの粘土質土壌
（hea・y　Midland　cIays）を耕作する人々であった。ω市場競争に敗れたこれらの
高コスト生産老達（high－cOst　produce・・）は，種々の工夫をするのであるが，特
に重要なことは，工業に副次的に雇用されることにより，補完的な所得を得よ
うとしたことであ私かくして，中世後期には，工業が農村地帯へ進出してい
たのである。農村住民は，自己の家屋内で，市場向けの工業生産物を生産する
こと；二より，穀物生産の不振を挽回出来るので，この現象を歓迎した。同時に，
都市商人も，都市労働者よりも賃銀の安価な農村居住者へ，喜こんで仕事を与
えたのである。農村居住者の賃銀が安価であったのは，彼らは農業からある程
度の所得を得ていたので，工業には，その補足的所得を求めていたにすぎない
からである。農村家内工業が集中的に成立してきたのは，穀物栽培に不向きで，
人口調密な牧畜地域であった。イギリスが，穀物過剰地域（cereal・u・p1u・a・・as）
と農村家内工業（・u・a1dome・tic　indust・y）を含んだ牧畜地域（a・ea　of　pasto・alism）
とに2分化したのは，比較優位の原則によっている。そして，1650年一1750年
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の農業技術上の諸改良の結果，かかる比較優位性はさらに強まるのであ飢軽
土壌地帯は，農業技術の新成果や新飼料作物の導入に，より積極的なので・農
業の先進地域でありえた。これに対して，農業の後進地域たる粘土地帯では，
農村家内工業が拡張されたり，強化されたりするのである。これは主として・
北部，西部，およびミドラ1■ド地方であった。かくして，工業に対する「最初
の刺激は，地方住民（1o・・l　popul・ti㎝）による副業への要求より生じた。」ωの
である。
（3）イギリスにおける工業発展のメカ＝ズム
　以上考察してきた如く，イギリスの穀物生産に不適切な地域には，家内工業
が集中し，そこから新たに工業が発生してきたのである。それ故，農業上の変
化と工業上の変化とを関連させて論ずるためには，地域間経済競争（inte・・egi0－
naleconomiccompetition）が強まった点から論じていかなけれぼならないだろ
う。17世紀から18世紀には，かかる地域的差異が，農産物供給サイドの諸改良
によって強化された時期なのである。これは，イギリスにおいては，農業上の
新技術となってあらわれたり，耕作地域の拡大となってあらわれたりした。農
業生産力の上昇したこの時期に，他方では，人口増加率が低下したので，食糧
供給は増加し，穀物価格は下落した。そして，最も重要な成果は，若年労働力
を農業部門から排出したことである。この労働者達は，都市へ移住したり・農
村工業に専念したりして，専ら食糧を需要したので，借地農は食糧生産の過剰
による不況をまぬがれえたのである。技術的に先進的な穀物過剰（crop－su叩1us）
地域は，それ故，過剰農産物を工業地域へ売り，その収益で工業製晶や植民地
からの輸入品を購入した。穀物生産地域（c・0p－raisi㎎）と家畜生産プラス農村
家内工業地域との地域的特化（regi㎝al・peci・li・ation）は，このような両地域の
相互関係に基づいているのである。だが，上述の2地域も17世紀以前には，地
域的特化が進展せず，農産物と工業生産物との両者を自給的に生産していた。
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第2図　イギリスにおげる工業発展のメカニズム
ユ7世記中期 1ε世紀
　　　　　　　　　　　（4〕穀物過剰生産地域
ω函一箒；／鴛私
　　　　　　　　　　　｛5〕家内工業　牧畜地域
　　　　　　　　　　　　（粘土地域・イングラン
　　　　　　　　　　　　　ド北部・ミドヲンド〕
肌塒ム釦舳凹胞10・i釦“f拙岨岬・　　　P且昌t且nd　P爬帥皿t，No－40P．59－64よリ作成］
17世紀以降ようやく，一方
の地域が穀物生産に適する
ようになってきたのであ
る。軽土壌地帯たる，この
穀物生産地域では，諸資源
は農業用に利用されるよう
になり，製造工業（㎜am－
facturing　indus鮒）は衰退
する煩向があった。この適例は，サウス・イングラソド（SOuthEngland）およ
びイースト・アングリア（Ea昌tA㎎1ia）である。ここでは，織物工業（c10th
mamfacture）やその他の工業が，製粉業（cOm　milli㎎）や醸造業（malti㎎）な
どの農産物処理工業にその地位を奪われてしまった。他方，先進的農業技術を
導入できなかった地域（例えぼ，ミドラソドの多くの地域とイソグラソド北部）
は，食糧作物（f00d　crOps）の生産には，不適切であった。それ故，この地域の
人々が，熱帯産の必需品や工業必需品（trop・cal　and　mdust・・al　de・lderat・）を購
入するためには，彼らは，代りに販売する商品を生産することが必要だった。
そこで，彼らは農村工業へ逃げ込み，これを頼みの綱とするのである。以上の
要旨を図示してみると第2図の如くとなる。ω
　第2図の（1）においては，新技術の導入がみられ，この農業新技術の導入は，
（2）で農業生産力を上昇させる。丁度この時，（3）では，人口が停滞的だったので・
（4）の軽土壌地域では，穀物生産が過剰となる。そして・自然的条件の劣悪な（5）
の粘土地域は，穀物生産で（4）地域と競争出来ないので家内工業に着手し・所得
の補充を計り，これが後の工業中心地となるのである。（4）の穀物過剰地域で生
産された食糧は，都市労働者の主食として供給され，都市人口を増大させる。
そして，都市の成長は，工業化の障害となる農村の旧慣を崩壊させる触媒の役割
を果たすのである。その後（5）の家内工業・牧畜地域には，次のような効果が生
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ずる。まず，商業，金融および流通分野において制度的進化がみられる。ついで。
広範な農村製造業者（m・al　mamfaCtu・erS）が資金を蓄積し，企業著としての経
験をつむ。だが，最も重要な効果は，人間的側面に関するものである。即ち，
それは，大規模工業の将来の需要に適するような半プロレタリアート（Semi－
proleta・iat）を訓練することである。（4）の穀物過剰地域に比較し，（5）の家内工業・
牧畜地域において，労働者は，より近代的な工場労働者としての訓練をうげる
こととなる。彼らは土地を奪われ，農業から分離され，賃金の麦払を受けるよ
うになる。このような訓練された労働者は，工業副ことって必要不可欠なもの
であった。r強力且つ地域的不均等を伴なった農業供給に大いに影響されて生
じた，この労働力調整過程（c㎝diti㎝i㎎prOcess）がなかったなら，工業化は如
何なる国においても，また如何なる時代においても決して生じなかったであろ
う。」胸以上我々は，農業生産力の上昇が工業化を惹起するプロセスを個別イギ
リスの場合に即して解明してきた。このような工業化の進展しつつあった産業
革命期に，アークライト家においては，資金及び経営活動が逆に工業から農業
へと移動しつつあったのである。
注（1）なお，ジョーンズの説明は，農業生産カの上昇が工業化を引きおこすプロセスに
　　関するロストウの説明と同一の発想に基づいている。
　　W．W．Rostow，The　Stages　of　Economic　Growth，1960、
　　末村健康他訳r経済成長の藷段階」，ダイヤモンド杜，1961。
　　同書でのロストウの考え方は次頁の如く図式化が可能であろうo
　（2）H．工Habakkuk，Historica1Experience　of　Economic　Development（且んG．
　　Robinson　ed．，Proble㎜［s　in　Economic　Develop㎜ent），1965，p．123．
　（3〕M－W．F1im，The　Origins　of　the　Industrial　Revolution，1960，p．96。
　（4）　E．L．Jones，Agricu－tural　Origins　of　Industry（Past＆Present　No・40），1968・
　（5）飯沼二郎「産業革命の前提としての農業の近代化」（飯沼二郎・河野健二編，世
　　界資本主義の形成），岩波書店，1957，31頁。
　（6〕　E．L　Jones，Agricu1tura10rigins　of　Industry（Past＆Present　No．40），1968，
　　P．59．
　（7〕　E，L　Jones，Agriculture　and　Econo㎜ic　Growth　in　England＝1650＿1815．1967，
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　P－156一
（8）E・A・Wrigley，A　Simple　Mode！of　Lond㎝’s　Importance　in　Chan釦g　E㎎lish
　Society　and　Economy（Past＆Present　No．37），1967，pp．4445．
（g）E．L．Jones，Agdcultural　Origins　of　Indust町（Past＆Present　No．40），1968，
　P．60．
⑩　E．L．Jones，Agriculture　and　Economic　Growth　in　England1650＿1815，pp．
　162－163。　ジョーンズは上記個所において，イギリスの耕地を永捌のよい軽土壌
　（1ight　soil）地帯と，水捌の悪い粘土地帯（heavy工oans）とに2分するoそして，
　一般的に技術革新の成果は，軽土壌地帯において、より大きかったと主張してい
　るoジョーンズは軽土壌地帯として，Cotswolds，the　Wessex　Chalklands，Norfolk
　good1ands等をあげ，粘土地帯とLては，Mid1andの粘土地帯と，その他の地方
　の粘土質河谷をあげている。
⑪　E．L．Jones，Agricu1turaI　Origins　of　Industry（Past＆Present　No．40），ユ968，
　P63、
⑫　Ibid．，pp・59－64より作成o
○尋　Ibid一，p．71．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前頁注（1）付図
　　　　　　　　　餓1産の1く鷺芦㌶㌶
　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼（国際収支の安定’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食料価楮の安定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産的投資へ麟生離の向上一労働カの排出一璽
農業所得永準の向上
　　　一
　　剰余所得
　　　’
　　　資本蓄稜一近代的産業都門への投資源泉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
工業生産物への需要拡大　　社全資不の形成
匡茎亟　　匡亟
〔小林時三郎、経済発展段階論の系言善、P－71より〕
皿　アークライト家の経営活動
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（1）アークライト家3代の系譜
　水力紡績機（w・te・fram・）の「発明家」リチャード・アークライトは，18世
紀の伝記作成上，依然として謎の人物（b三〇g・aph三caI　en…gma）である。杜会的
に脚光を浴びる以前の彼については，殆んど知られていない。彼の死後7年目
に息子のリチャードが，父の青年時代を詳しく知ろうとしたが何も明確になら
なかった。何故ならば，経営記録（busines・・ecc・ds）の殆んどが紛失してしまっ
ていたからである。ω我々は，このような史料的制約を受けながらも，可能な
限り本稿が対象とするアークライト家について記述しておきたい。我々の考察
は，水力紡績機の「発明家」たるリチャード・アークライト（1732－1792）の代
より，リチャード・アークライト・ジュニア（1755－1843）の時代を中心にし，
最後はジョソ・アークライト（1785－1858）にまで及ぶ。本論文では，これら3
代にわたるアークライト家の構成員を，各々初代アークライト，2代アークラ
イト，3代アークライトと呼称することにしたい。初代アークライトは，純粋
な綿工業資本家として生涯をおえた。2代アークライトは，綿工業資本家であ
ると同時に広大な土地を購入し，地主生活を享楽したが，経営の重心は綿工業
に存したと思われる。3代アークライトは，綿工業とは全く縁を切り，もっぱ
ら地主としての生活を享楽したり，農業改良事業を行なったりしていた。それ
故，アークライト家3代の歴史は，その経営活動の重心が工業から農業へと移
動する過程であるといえよう。その状態を理念的に図式化してみると第3図の
如くとなろうo
　　　　　　　　　第3図アークライト家経営活動概念図
初代アークライト→2f、アークライトー→3代アークライト
　農業＜工業　　　　　農業≧工業　　　　　農業＞工業
さらに，アークライト家の家系図を本稿用；こ作成したのが第4図であるρ
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第4図　アークライト家家系図
亜Richard　　　　　P趾ience
Arkwrigトt　　　daU－of
1732－92　　　　Robert　Holt
　　　　　　of　Bolton
　　　1780
Riohar　　　日Ma・y
1755－1843　　　　　　d．　1827
of　WlHers］町．　　da皿。o壬Ad劃m　Simpso口
Derb｝・昌hir虐　　　　oi　Bon昌aH，Derb｝sllire
Richand，M．P．Robert　　Peter　　　John　　　　Char1畠昌　　　Rev－Jo昌epl1
ユ781－1832　　　　　1783－1859　1784－1866　1785－1858　1786－1850　　　1791－1864
of　Normanton，of　Su肚on　of　WiHer－of　H且mpton　of　Du皿昌t固H，of　Mark
Leice畠tersllire　Scar雪d且1e　sley　　　　Court，　　　Stafford彗hireHaH，Es昌ex
　　　　　　Derby昌hire　　　　　　Hereford昌11ire　　　　　　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nomant㎝
〔Fitton　a衙d　Wads＾ort11，T11e　Stmtt畠and　t11e　Ar止wright雪一　　　　丁皿wiHe，
　　　　　　　　　　　　　　　　　P325よりイ乍成］　　Leicester冨トi祀
（2）初代アークライトの経営活動
　機械紡績を大規模企業として成功させた最初の人であるリチャード・アーク
ライトは，1732年，ラソカシャ（Lancashi・・）のプレストソ（P・est㎝）で生れ
た。帽〕プレストソ（Prest㎝）西部のクルカァウム（Ki・kham）で床屋の修業を受
け，年期明げとともにボウルトン（B・1t㎝）へ来住した。青年時代の彼について
説明する唯一の文書は，トーマス・リヅヂウェイ（ThomasRidgway）一4〕によっ
て，リチャード・アークライトの息子に与えられた次の手紙である。
　　私（Thomas　Ridgway）カニ，あなたの父上と最初にお会いLたのは，1750年，父
　上がボウルトソに住みついた時であり，18才のことだったと思います。父上は璽屋
　（pemke　maker）のエドワード・ポリット（Edward　POllit）に雇われ，仕事をし
　ていましたが，ニドワードの死後も未亡人を助げて仕事を続けていました。その後，
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あなたの母上と結婚し，独立したのです。極めて根気よく働いたので・ある程度の
成功をおさめることができました。この時はもうかなり楽な生活をLていたようで
す。父上は，立派な家を持っており，友人や知人達は，そこへ，Lぱしぽ招待され
ていました。これらの友人達は，トップ・クラスの人々ではたかったが，父上より
は地位の高い人々でした。ポウルトソでの生活の後半期は，以前程快適なものでは
なかったようです。居酒屋（public　house）を開店するため資金をつかってしまっ
ていたので，貧乏になっており，またこの店の収入もかんぱLくありませんでし
た。そこで，改造に着手L，さらに多くの資金を費消し，遂には店を手離さなけれ
ぱならなくなりました。根治し難い喘息に悩まされ，彼は悲惨な状態に陥ってし刻
ったのです。だが，彼が借金した人は1人しかおらず，彼の評判はそれ程悪くあり
ませんでした。野卑なことに身を落すことができたたら，もっと楽な生活が出来た
でしょ㌔だが，彼の繕神は，そう出来る程下等ではありませんでLた。機械類に
対する天才（his　genius　for　mechanics）は，既に明白となってい重Lた。私達は，
日常会話でもよく機械類のことを話したものです。そLて，知り合いは皆彼のこと
を発明の才のある男（ingeniOuS　man）と認めていました。帽〕
　トーマス・リッヂウェイによる以上の記述から，我々は若き日のリチャード
・アークライトの姿を眼前に思い浮かべることができる。アークライトは，20
歳になると結婚し，リチャードをもうけたが，この妻は死亡，1761年に再婚し
た。彼は，居酒屋（public　hOuse）や床屋（ba・be・’s　shop）を手離した後，婦人用
かつらの髪を買うために旅行した。1760年代の後期に，紡績の最終工程，ロー
ラ＿・スピニソグ（rolle卜spiming）のアイデアを得たのである。彼が他人の発
明を利用したのは確かであろうが，自分の創意が多かったのも事実である。今
までは，機械類に対する彼の鋭敏さ，自信，および冒険性が過小評価される傾
向があった。1768年1月，アークライトは・その有給助手（his　paid　assistant）
ヶイ（Kay）とともに，後に水力紡績機として知られるローラー・スピニソグ
（・oller－spimi㎎）の模型を作成していた。そして，プレストンの画家で酒類販売
業者ジョソ・スモウリィ（JOhn　Smalley）から経済的援助を受げるのに成功し，
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第1表初代アークライトの綿工場
1籍馨1蟹 州　　　　名
1　■1769　ノッチソガムシャ
211771ダアービシヤ
・l　　1773　ダプーピシャ
・…1ダアービシヤ
1777ラソカシャ
1780　ラソカシャ
地　　　　名 適　　　　　　用
ノッチソガム 『工場は馬力で運転
」機械は数台にすぎず
クロムフォード ≡最初のアークライトエ場
1779年にぼ数千のスピンドル
をもち，300人の労働者をや
　とっていたo二一ド，ストラ
ットとの共同出資
タ’アービィ 織布工場
純綿キャラコを製造
ヘルパ 1水力紡績工場
バーケイカ
マソチェスター
7　　1784
8　　　？
9　　　？
スコヅ／ラソド1一ゴ・ラナク
ダアービシヤ
ダアービシヤ
ワァークスワァ1ス
ベイクウェル
裳雛毒るまでの／ギ／ス1
1779年，機械破壌連動に焼打
ちをかげられる。損害4，400
ポソド
600人の労働者を収容する建
物だげに4，000ポンドの出資
クライ／河畔の水力紡績工場1
〔Mantoux，The　IndustriaI　RevoIution，pp．228－239より作成〕
1769午水力紡績機の特許を得たのであ乱｛6］その後，1771年にノッチソガム
（Noti㎎bam）の二一ド（SamuelNeed）及びダァービシャ（Derbyshire）のスト
ラット（Jed・diah　Stmtt）という2人の靴下製造及び販売業者と契約を結び，そ
の出資のもとに工場を拡大した。綿工業資本家初代アークライトの工場は，ポ
ール・マソトゥ（PauIMantOux）によれぼ，第ユ表の如くである。＝7］
（3）「アークライトエ場」衰退に関する中川説
　ところで，水力を動力として使用したアークライトの工場は，研究史上，所
謂「アークライト型工場」として知られ，近代的工場制度の出発点とされてい
　102
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第2表　各紡績機の紡錘総数とその比率の変化
1＼　ジー一一紡錘　水力紡績機紡錘
べ　数1・　数i・
工789　　　　工，400．000　　　　58
ユ8ユ2 155．800　　　　　3
3ユO，000　　　ヱ3
ミュール紡錘
700，O00　　　　29
310．516　　　　7　　　　4，209．570　　　　90
〔S㎜elser，Social　Change　in　The　Industrial　ReY01ution，p．121より作成〕
る。中川敬一郎氏は，先駆的労作「イギリス綿業における工場制度の成立」帽〕
において，近代的工場制度を発生史的に考察してい乱中川氏は，近代的工場
制度成立に至る諾工場を次の3つのタイプに分類している。即ち，「アークラ
イトエ場」，「ジェニー工場」，「ミュールエ場」の3類型である。そして，水カ
紡績機使用により，初発から大規模形態をとったアークライトエ場は，産業革
命の進展とともにむしろ衰退し，「ジェニー工場」や「ミュールエ場」こそが，
旧来のdomesticsystemを解体せしめ，新しくfactorysyste㎜の諸要因
を打ち出す作用をもった点において，真に産業的変革のエネルギーにみちてい
た，帽1と主張するのである。水力紡績機の衰退という史実自体は，スメルサー
（N．J．Sme1昌er）の第2表からも推測しうる。ω
　中川氏は，「アークライトエ場」が，工業経営形態として，革命的原理を含
んでいたのを認めている。即ち，アークライトエ場は，まず第1に手工的熟練
の完全なる排除。第2に大量の婦人児童労働の使用。第3に強力な動力設備を
擁する大規模工場の成立。第4に工場内における歴大な労働組織■アークラ
イトエ場は以上の如き先進的諸特徴を保持していたが故に，逆に当時の杜会経
済的条件から遊離し，産業革命の進展につれて停滞状態に陥ると考えるのが，
中川氏の主張なのである。中川氏は，「アークライトエ場」の衰退の原因を，
1．労働力確県の困難性。2．’支配人（man・9e・）や職長（fo・eman）獲得の困難
さ。3．賃銀支払手段の欠如。胸以上3つの綿工業内部の要因に求めている。こ
れに対して，私ぱ，「アークライトエ場」衰退の1因として，アークライト家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　103
　104
の資金および経営活動が，綿工業から農業へと移動した点をも考察する必要が
あるのではないかと考えている。
（4）2代アークライトとその息子達
　イギリス産業革命期の工業資本家の農業活動を明らかにするため，我々は主
として，ジョーソズ（E－L．J㎝・s）の論文胸に依拠しつつ，アークライト家の土
地投資および農業活動を考察していきたい。
　1792年，初代アークライトが死去した時，彼は1人息子の2代アークライト
にr50万ポソドを少し欠ける財産」とr大部分のドイツ諸侯の収入よりも大き
な収益をあげる製造工場」ωを遺贈した。2代アークライトは，父の死後，遺
言通りにWillersleyの住宅を完成しれそして，以前，父から与えられてい
た，ベイクウェル（Bak・wel1）の紡績工場の隣りの住宅からWillersleyへ移住
し㍍ここは，木綿工業の中心地に近かった。彼は，1843年に死去するまでこ
こに居住したが，おそらくイギリスで1番富裕な平民だったであろう。だが，
2代アークライトが，産業を組織するのに有能であり，それに魅力を感じてい
ながらも，同時に広大な土地資産を獲得したがったのは，何ら不思議なことで
はない。彼の友人であり商売伸問であるオルドノオ家（The　O1dknows），ストラ
ット家（The　Strutts）およびク冒ムトソ家（The　CromPtOns）の人々も同様だっ
たのであ乱ダァービシャ（Derbyshi・e）の有力老達や有爵者達の威信は大土地
所有に由来するところが大きかった。2代アークライトは，他の製造業老より
富裕であったので，自分の所有地をさらに拡大しようと望んだ。だが，フラン
ス戦争（F・ench　Wars）時には，土地市場が狭陸化し，地価が高騰していたので，
辺境諸州の土地を分散的に購入しなければならなかった。2代アークライト自
身は，木綿帝国（cottonempi・e）の経営から手を抜こうとは思わなかったが，
その富，地位および家族の欲望などのため資金を広範な土地購入にあてねばな
らなかったのであ私彼が親切に接したデボソシャー公爵夫人（Duches　of
　l04
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DevOnshire）の個人的見解によれば，アークライトは正直で情深い人であった。
それ故，彼は，自分の息子を満足させるため土地を購入したのである。㈲戦争
期間中，2代アークライトは，経営を多角化しようとしたようである。そして，
アークライト家は，1804年に既存のトップリス商会（TOplis＆C0．）に参加し，㈹
この商会がウァークスワァース銀行（Wirk・w0・th　Bank）となるのであろう。ア
ークライト家は，この銀行に，1806年7月から，1815年までの間，平均して
4，574ポソドの預金を持っていた。㈹このようにして，アークライト家は，息子
達が土地所有者のサークル（landed　ci・cles）へ参加する資金を貯えていたので
ある。また，アークライトは，ロバート・ピール（RobertPeel）やウィリァム・
クロオーシェイ（William　C・awshay）と同様に公債を大量に所有していた。この
公債の所有は，土地購入を意図する人々にとっては，最も妥当な方法であっ
た。何故なら，公債は特別の管理費を必要とせず容易に現金化できたからであ
る。2代アークライトの息子の1人は，Willersleyで，彼の跡を継ぐこととな
った。もう1人の息子ロバートは，ダァービシャのSuttOn　Scarsdaleで，父親
の遺産を継承した。第3予はニセックス（Essex）のマーク・ホール（Ma・k　Hal1）
およびレスターのNormantonTurviueを相続した。第4子，ジョン・アー
クライトは，ヘリフォドシャ（Herefordshire）のハンブトソ・コート（Hampton
C0耐）の跡を継ぎ，第5子はスタヅフォードシャ（Sta駈ordshi・e）のD㎜stal1
で農場を経営したのである。アークライト家は息子達をそれぞれ，イートソ
（Eat㎝），クライストチャーチ（Christchurch），ハロー・カレッヂ（HarrowCol・
1ege），トリニティ・カレッヂ（TrinityCollege），ケソブリッヂ（Cambridge）で
教育を受けさせたのである。2代アークライトの息子達は，各々教育を受げた
後，地方自治体，議会，教会，法律分野などの当時のイギリス杜会で最も人々
から尊敬されている分野で活躍してい㍍そして，この家族から遠く離れて生
活していたメンバーは，綿工業関係の仕事で活躍するのは，距離的に無理であ
った。それ故，彼らは，この土地王朝（landeddynasty）の出先機関で満足しな
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けれぼならなかったのである。
（5）ヘリフォドシャの農業構造
　1808年7月，2代アークライトは，ヘリフォドシャ（H・・efo・d・hire），レムス
ター（Leominste・）のハソプトン・コート（Hampt㎝COu・t）の土地販売の新聞
広告：二着目した。彼は，最初はこの土地の購入を購購した。何故なら・この土
地は，隣接諸州との連絡が困難であり，開発がむずかしかったからであ私ヘ
リフォドシャは，サウス・ウェルズとの境界線上の内陸州（inland　Comty）で
ある。北をシュロヅプシャ（Sh・opshi・e），東をウースタシャ（WOr・estershire），
南をそマスシャ（MOnmOuthshire）とグロスタシャ（G10ucestershire）・西をラドナ
シャ（RadnOrshire），ブレックナクシャ（BrecknOckshire）によって囲まれてい
る。㈹面積は，550，015エイカーで，ケンブリッヂ（Camb・idge），ノッチンガム
（NOtti㎎ham），ウォーリック（Wa岬ick）とほぼ同じであり，長さが40マイル，
最大幅が34マイルである。匝割先史時代以来，ヘリフォドシャは，辺境州として，
林業や農業によって生活してきたと思われる。ここで，簡単に，我々の考察対
象期問たる18世紀から19世紀のヘリフォドシャの農業構造をみておくこととし
たい。第3表は，1794年の当州北部の軽土壌地帯の500エイカーの農場の場合
であるが，農場経営主の名前は判明してない。臣o■
　　　　第3表農場作付面稜例　　　　　　第4表家畜飼育頭数
　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　小麦i40エイカー　　羊400　　　大　　麦14・一イカー　　　　　畜舎飼育牛i20
　　　豆　類r・0ニイカー　　　乳　　牛11・
　　　か　ぶ　30エイか　　　子　牛112
　　　オート麦30ニイカー　雌馬■3－4
　　　クローバ40エイカー　　豚」？
合計220ニイヵ一
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第5表ヘリフォドシャ穀物作付面積（エイカー）
1小麦1大麦オー／麦ライ麦1そら豆1えん豆；
！・・…ぺ・・・…i1・・… …：・。…1・，…1
　さらに，当農場におげる家畜飼育数は第4表の如くである。嘗1〕
　以上，第3表と第4表とから，ヘリフォドシャの1個別経営の概略を知るこ
とができたが，引き続きヘリフォドシャ全体の耕地の穀物作付状態は，第5表
の如くである。1878年には，ヘリフォドシャ全体で104，872エイカーの土地が
耕作されており，その内訳は第5表から明らかとなろう。勉
　以上の諸表から，我々はヘリフォドシャ農業の概略を理解でき孔同時代人，
ウィリアム・コベットは，19世紀の前半ヘリフォドシャを旅行したが，彼に強
い印象を与えたのは，ヘリフォドシャの森林の美しさであった。コベヅトは次
のように書いている。「私が，ヘリフォドシャ西部で見た森林は，あらゆる種
類の，しかもあらゆる年齢の人々を魅惑してしまう程の美しさを秘めている。」虐巷1
森林以外の風物は，コベットの関心を引くことが少なかったであろう。
（6）交渉代理人（ジョン・スミス）を任命
　2代アークライトが，新聞広告で着目した所領（estate）は，上述の如き辺境
州ヘリフォドシャに存在したが，その土地自身は，肥沃で魅力的なものであっ
た。ハンプトソ・コートの邸宅はLugg川のほとりの丘陵地帯にある，青草の
繁った牧場に囲まれていた。室内は，まるで小型の王宮をみるが如くであっ
た。所領では，ヘリフォドシャに典型的なあの多角農業が行なわれていた。即
ち，ヘリフォード牛の飼育，羊の飼育，小麦，大麦，豆，ホップ，果物及びそ
の他の穀物の栽培である。この所領の売主たるニセックス卿（Lo・d　Essex）は，
数年閏このハ1■プトン・コートを訪れていなかったが，彼はConingsby家
と婚姻を結ぶことによってそれを最初に入手していたのである。だが，エセッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　107
　108
クス卿は，ヘリフォドシャのLittle　Cassioburyの住宅が気；こいっており，そ
の改築資金を必要としていた。だが，妻の実家たるCOningsby家も，負債を
持っており，経済的援助を仰ぐことができなかった。そこで，エセックス卿は，
所有地を売却して，資金を得ようとしていたのである。彼は，ヘリブォドシャ
内の辺都な土地を1790年代に，既に売却してしまっていたようである。そして，
1807年には，ハンプトソ・コート近くの土地を売る程にまでなっていた。1805
年から1806年にかげては，ハソブトン・コートの地主直営農場（hOme　farm）の
農場管理人（agent）は，休閑地を少しも残さずに耕作しており，秣類は殆んど
栽培していなかった。このことは，この時既に，ハソプトソ・コートの全所有
地の売却計画がでぎており，売却前に所有地から出来る丈多くの収穫を得てお
こうとしたことを意味している。
　2代アークライトは，1808年12月5日迄行動を起こさなかった。そして，こ
の12月5日に，口：■ドンの取引銀行の杜員ジョン・スミス（John　Smith）を土地
購入の代理人として任命した。このジョン・スミスは，すぐれた人物であっ
た。何故なら，彼はその名前のように慎重で，非の打ちどころのない働き手で
あり，必要に応じては，他杜の従業員を引き抜く程の強引さをもっていたから
である。2代アークライトは，このジョソ・スミスに次のように命ずるのであ
る。員Pち，2代アークライトが，売りに出されたこの所領を秘密裡に視察して
しまうまで，この所領を売却しないという約東をエセックス卿からうることで
ある。スミスは，もう1人の購入希望老が交渉を行なっているのに気づき，調
査した結果それは，ダァービシャに住むSachevere1l　Chandos　Po1eであるの
を発見した。そこで，2代アークライトは，彼の資金状態を調査したところ，
競争相手として，恐るに足らないと判断したので，スミスに交渉を続行するよ
う指令した。スミスは，エセックス卿と面談した後，2代アークライトに次の
如き報告をしたのである。
　　　私（スミス）は，ニセヅクス卿に次のように述ぺました。ポール氏は，ダァービ
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　　シャの全財産を売却したけれぱ恋らない程困窮しているから，もLエセックス螂が
　　彼に所領を売却すれぱ，代金の支払は当然遅れるでしょ㌔だが，私（スミス）の
　　友人（2代アークライト）は，既に代金支払の用意ができています。敢て言えぱ，
　　この広犬な土地を購入しても，その支払は長くて数ヶ月，短かげれぱ，数目問で完
　　了するでしょう。エセヅクス卿はこの言葉に驚き，それは大変便利だと答えていま
　　した。閣下（his10rdship）は，森林その他全てを含めて，235，OOOポソドで売ろう
　　と言われたのです。その中には，葡萄酒，書籍，食器類等々も含まれていました。
　　要するに、購入者カミ、ここへやってきても到着したその臼から，すぐ家事を始める
　　ことが出来るような什器類までをも含めて売却するつもりでいるようです。
　この報告を受け，2代アークライトは大いに乗り気になり，備品のそなわっ
た農村の邸宅へ引越すことば；便利だろうと考えたのである。そして，即金払
の強味から少しは値切ることができるだろうと考えていた。麦払期問が長引く
のを嫌っていたので，彼は合意金額全額を即座に支払うつもりでいたのであ
る。
（7）価楮査定書の作成
　2代アークライトは，ポール（POle）が，競争相手としては恐るに足らぬと判
断したので，自ら土地の視察に出かけ㍍実際に視察してみると，家財道具
（h㎝sehOld　e迂ects）は，それ程魅力的なものではなかっれだが，土地に対する
愛着は依然として強かった。そこで，正確な価格査定書（・・luatiOn）を入手しよ
うとした拍ら鑑定人に指示を与え1通を作成させ，さらにポールの鑑定人から，
ポール宛の価格査定書を手に入れた。そして，この競売から既に脱落していた
元購入希望者から2通の価格査定書を手に入れた・最後の1通はスミスの知り
あいの鑑定人から得たのである。2代アークライトは，この5通の価格査定書
を比較してみたが，細部に関してはいずれも不満足であった。ある鑑定人の地
代額に関する報告は，小作人との会話からの寄せ集めにすぎなかった。それ故，
2代アークライト1子とってぽ，決して同意できるものでばなかったのである。
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だが，彼ぱ，この5通の査定報告書に基づいて決定を下した。そして，ニセヅ
クス卿に220，000ポソドで所領を購入したい旨申込んだのである。この購入申
込は，1808年の大晦日のことであった。資金的に自言のある2代アークライト
が，価格査定書のどの査定額よりも低い価格で即金支払を申し込んだ時，彼と
張り合って申込をする人は誰もいなかった。何故なら，各査定書は，数年に亘
っての，担保付支払を前提としていたからである。彼は正確な購買条件を知り
たかった。そこで，r私は，どっちつかずは好まない。申込が受諾されるか
拒絶されるか1週問以内に知りたい。」と書き送った。2代アークライトは，
申込の返答を入手する前に，スミスから次のような連絡を受げた。即ち，ポー
ルが依然として所領購入を希望しており，エセヅクス卿に匿名の入札者はアー
クライトであることを暴露してしまったと。エセックス卿は匿名の入札老がア
ークライトであるのを確認した後，突然アークライトの申込を拒否したのであ
る。それは，値段をつり上げようとしたためであ私そこで，スミスは，2代
アークライトに次のように忠告したのであ乱エセックス卿は所領を細分化し
個別的に売却したとしても，23万～24万ポソドで売却できるだろうと。最初，
2代アークライトは自分の立場が有利であるのを知っていたので，値上げに同
意しようとしなかった・ところが，スミスが2代アークライトの返答を，エセ
ックス卿に伝える以前に，エセヅクス卿の代理人が突然スミスを訪問した。そ
して，所領を24万ポ1■ドで売却する契約がバラ（B0・0ugh）の羊毛商人組合（a
syndi・at・headedby　awoo1staple・）と結ぱれたと報告したのである。この組合
についてスミスは次のように述べている。「私は，当組合がやり手の伸買人
（hardjobb・・）だろうとにらんでいます。彼らは支払完了以前に，農場を売却し
てしまうにちがいありません。」つまり，彼らは，借金で所領を購買し，この
所領を分割して販売することにより，利益をえていた人々であった。そして，
スミスが競争相手として最も恐れていたのは，この種の人々だったのである。
そこで，2代アークライトは，この所領の購入を全く断念し，1809年1月14日
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スミスに別れの拶拶を書き送り，彼の努力を労ったのである。
（8）2代アークライトによる最終的所領購入
　この年は，積雪のためダァービシャの郵便が遅れたので，2代アークライト
は本件に関してこれ以上のニュースを聞くことができなかった。だが，9日後
に彼は再びスミスに手紙を書いた。それは，4万ポソドの資金を3～4パーセ
ソトの年利で投資するよう指示し次の様に書いた。r私は今，他に使い途のない
かなりの資金を所有している。」彼は，土地購入を意図してこのような多額の
現金を準備していたのである。2代アークライトは，ハソブトソ・コートの売
却が既に完了したかどうかを披目なく問合わせてきた。スミスは即答を避けた。
すると，も59日のちに，2代アークライトは，エセックス卿が既に所領を売
却してしまったかを再度間合わせてきた。これに対して，スミスは次の趣旨の
返答をした。即ち，組合に売却される予定の所領は，まだ売却されていないの
で，所領を再び視察したらどうかと。そこで，2代アークライトは，即金で22
万ポソドの申込を繰り返した。だが，これが再度拒否されたら，所領をもう1
度視察し，もう少し高い値段をつげてもよいと考えていた。この取引の最終的
場面は，それ程詳細にはわかっていない。エセックス卿は，22万ポソドの申込
を再度拒否し，23万ポソドなら手を打とうとスミスに示唆してきた。2代アー
クライトは，この所領に22万ポソド以上を支払うのに少し蹉踏したが，所領を
再調査し，幾つかの利点を発見したので，22万5千ポンドで購入するようスミ
スに指示した。この直後，2代アークライトは売主の望み通り，23万ポソドの
支払に同意した。その後，2代アークライトとエセックス卿との間に，細かな
いざこざや支払価格の交渉などカミおきるが，2代アークライトは，1809年3月
15日以来，この所領を完全に所有することとな乱このような，2代アークラ
ィトの所領購入費を当時の全国綿工業の年投資額と比較してみると第6表の如
くとなる。幽
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第6表全国縞工業投資額と比較したハソプトソ・コート所領の購入費
ハソブトソ・コート所領の最終購入価格 i約229，OOOポンド
綿工業における建物・機械類への年投資
綿工業におげる年聞運転資本投資
約400，000ポンド
約400，000ポンド
〔Jones＆Mingay，Land，Labour　and　Popu1ation　in　the　Industria1
　Revo1ution，p．68〕
第7表2代アークライトの購入物件
購入年月 1809年3月
場　　所
売　　主
購入価格
購入物件
ヘリフォドシャ，レムスター
ニセヅクス卿
約229，OOOポンド
1．
2．
3．
4．
5．
6．
7．
8．
20の荘園にわたる6，221エイカーの土地
ハソプトン・コート・ハウス
4件の牧師推薦権
数教区での10分の1税
5教区での森林
29農場
多数の小屋と家屋
大農場に固有在いくつかの農産物処理工場とその他の建造物
〔Jon鵠＆Mingay，Land，Labour　and　Population　in　the　Industrial
　Revolution，μ58より作成〕
　第6表から，全国における綿工業投資額の全体80万ポソドの4分の1強にも
達する資金が，2代アークライトを通じて，工業から農業＝土地へ流入したの
が理解できる。以上我々は，2代アークライトと所領購入の過程をやや詳紐こ
検討してきたが，これを第7表の如くにまとめておこう。㈲
（9）2代アークライトの農業活動
　このようにして，2代アークライトが購入した所領は決して諸設備が完備し
ていたわげではない。ハンプトン・コート・ハウス自体が既に老朽化して蔓草
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がまきついている程だった。そして，直営
農場は荒廃しており，貸し出された農場は
改良されていなかった。農場の全固定資本，
即ち水路（Water　Carriage），水門（O00d　gate），
垣根（f㎝ce），農場用柵（丘eld　gate）および
農場全設備が野晒にされていた。さらに共
同体的農業（cOmmunal　husbandry）の残存
さえみられたのである。2代アークライト
は，最初はここに住むつもりはなかった。
だが，後には，ここを3代ジ亘ソ・アーク
ライトの本拠として残しておこうと決心し
たのである。
　　　　　　　　　　　　1ユ3
第8表ハソプトソ・コート．
　　　　　　　　農場労務費
総労務費 土地排水用労務費
1809 392ポソド 0
ユ810 5ユ7 O
1811 783 42
1812L189 68
1813L184 95
ヱ814L012 208
1815 344 37
1816 351 37
1817 600 261
〔JOnes＆Mingay，Lalld，Labour
　and　Popuiation　in　the　Indus－
　triaI　Revolution，p．62〕
　そこで，1811年には，既に2代アークライトは，自分の農場の改良に着手し
ていた。それはまず排水計画から始まづた。そして，新たな水路をつくり，
1814年まで改良を積みかさねていった。ところが1815年一1816年にこの改良計
画ぽ無惨にも崩壊す飢同様に他の全農場作業支出も，所領購入後増加し続け
るが，1815年一1816年に突然大幅に下落し，1817年にはまた回復し始めるので
ある。2代アークライトの農場労務費支出は第8表の如くである押
　第8表で，1815年一1816年に労務費が激減しているのは農業不況の到来によ
るものである。そして，1815年一1816年には，農場の維持費用を極端に切りつ
めていたが，他方では借地農の困窮を見るに見かねて，固定資産税を肩代りし
てやっているのである。1820年には，地代徴収人エドワード・ウェイクフィー
ルド（Edward　Wake自eld）は，数入の借地農から強制的に地代を徴収し，他の全
ての未払人からは懲罰金を徴収している。2代アークライトは，さらに何件か
の資産を現金化しようとした。1821年2月には，サセックス（Sussex）州のベッ
トゥルス（Pe帥0・th）の材木商人に，ハソプトソ・コートの森林の木材を犬量に
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販売し，6月までに8千ポンドを入手してい㍍このように，森林の伐採によ
って農業不況を乗り切ろうとするのは既に他の多くの地主の行なっていた方法
である。1820年代の経済状態は，借地農を潰してしまう程悪化してはいなかっ
たが，農業には適していなかったと言えるであろう。というのは，農業では，
十全な資本力，信用，その地方での耕作経験をもった借地農に一度耕作をまか
せると，契約を切って，他の借地農に農業をまかせることは簡単には出来なか
ったからである。
（10）3代アークライトの蕃修的生活
　1819年3代ジヨソ・アークライトが，ハソプトソ・コートに移住した時，若
き日の賛沢は頂点に達しようとしていた。彼の最初の望みは，優雅な邸宅を建
築することであった。彼は，ハソプトソ・コートを自分の好みこ改築するため・
たえず父親の2代アークライトに送金を求めていた。1819年から，1822年にか
けて，総計4万ポンドの送金を受けたが，これが最後ではなかった。彼は，こ
の金を室内装飾品の購入に浪費してしまった。邸宅の建物自体の改築には，
ユ834年まで着手しなかったし，着手したとしても，それには極く僅かの金をか
けただげだった。
　ところで，当時の冬期におげる農業労働老の失業には深刻なものがあった。
イギリスにおけるこのような冬期失業の深刻さは，中世的土地制度の支配する
農業的後進地域において，より一層顕薯であった。それ故，冬期の失業は，資
本主義によるよりも，資本主義の発展が不十分な為であると考えることができ
る。餉3代ジョソ・アークライトは，隣人達に冬期の仕事を与えるため，1830
年代に農場の灌溺計画をたて，150人の労働者を雇用したのである。鰯1820年
代から1830年代にかげて，3代ジョソ・アークライトは，貧困に苦しむ借地農
と父との問をとりもってやったりしている。借地農は，借入地を改良できず，
また，地代の支払を滞納させていた。この借地農は，3代ジョン・アークライ
　11吾
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第9表　アークライト家農業活動年表
1808年7月
1808年12月5日
ユ808年12月31日
1809年1月14日
1809年2月
1809年3月15日
1811年
1814年
1815年11月
1815年一1816年
ヱ8ユ7年
1819年
1820年
1830年代
1840年代
2代アークライト，ヘリフォドシャのハソプトソ・コート
の販売広告を新聞でよむ。（売主エセックス卿）
2代アークライト農場購入のため交渉代理人にジョソ・ス
ミスを依頼。
2代アークライト，22万ポソドでハソブトソ・コートの購
入を申込む。
2代アークライト，ジョン・スミスにこの取引の断念を通
知。
一転して，2代アークライトとエセヅクス卿間で農場売買
契約成立。
2代アークライト代金支払完了。この時以来農場を完全に
所有。
この年より1814年まで2代アークライト直営農場の改良に
着手。主として，水路と排水計画。
2代アークライト，ディソモア・ヒルヘの新道開設。
2代アークライト困窮する借地農に代って固定資産税を納
付。
農業不況のため農場改良計画申挫。
農場維持費極端に切りつめる。
2代アークライト農場改良計画復活。
3代ジョン・アークライト，ハソプトソ・コートヘ移住。
ハンプトソ・コートの農場設傭荒廃。
例えぱ穀倉代りに寝室を使用したり，ホヅプ処理を寝室で
行なったりした。
農場管理入のメモr農場荒廃の責任はアークライトにある」
旨言己述。
2代アークライトの地代徴収人ユドワード・ウェイクフィ
ールド，数人の借地農から強制的に地代を徴収。他の地代
未払人全員から懲罰金をとる。
3代アークライト，貧困に苦しむ借地農と父の閻をとりも
つo
3代アークライト，冬期失対事業として擢蕩工泰へ150人
の農業労働老を雇用。
2代アークライトの息子ロバート，農場改良事業に熱中し
て，綿工業用工場を他人にリースする。
3代アークライト，暗渠排水を行ない農業改良家として世
人の注目を引く。
〔Jones＆Mingay，Land，Labour　and　Population　in　the　Industda1Revolution
　pp．48＿71より作成〕
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トを通じて，父親の2代アークライトから譲歩を得ることができた。だが，も
し3代ジョソ・アークライトが，農業経営に対して，より積極的関心を抱いて
いたなら，父翻こ決定的な影響を与えていたであろうと思われる。3代ジ旦ン
・アークライトは，農業経営に熱心であるどころか，実際には1840年頃までは，
所有地の農業を停滞させたままであった。この農場維持費すら父親の財源から
出ていたのであ乱即ち・借地農安定資金や，個人的著俵費は，補助金の名目
で2代アークライトの工業利潤（industrial　proits）がまわされていたのである。㈲
3代目のアークライトの兄弟達は，自分達を哺育してくれた綿工業とはもうき
っぱりと手を切ってしまっていた。例えぼ，ロバートは，1840年代初期の不況
期にぱ，紡績工場を売却しようとしたが，それを果せず，安い賃貸料で貸出し
ていた。ジョン自身は，公債を購入し，鉄道会杜へ投資しようとしていた。そ
れ故，アークライト家が綿工業で資本を蓄積したことは，彼らが紋章として，
銀製の「かせ」（hank　Of　cOtton）を使っていることから推則しうるに過ぎなく
なってしまった。アークライト家とともに巨大な資本が出現し，より利潤の少
ない土地資産の経営へと還流していったのである。㈱以上，アークライト家の
経営活動を3代にわたり考察してきたが・最後にこれを年表にまとめ，第9表
として掲載しておきたい。帥
注（1）R．S．FittOn＆A．P－Wadsworth，The　Strutts　and　the　Arkwdghts，1958，
　　P．60．
　（2）Ibid一，p－325より作成o
　（3）小松芳喬r英国産業革命吏」，一条書店，1970，59頁。
　（4）R．S．Fitton＆A－P－Wadsworth，The　Strutts　and　the　Arkwrights，1958，
　　p・61の注1参照。
　（5）　Ibid。，pp．61＿62．
　（6）　Ibid。，P－62一
　（7）　P・Mantoux・The　Industrial　Revolution　in　the　Eighteenth　Century，1928，
　　pp－228－239より作成o
　（8〕中川敬一郎「イギリス綿業における工場制度の成立」（大塚久雄・入交好脩編，
　　経済史掌論集），河出書房新杜，1962．
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（9〕大塚久雄・入交好情編「経済吏学論集」，河出書房新社，1962，p．300．
⑩　　N．J．Smelser，Social　change　in　the　Industr…a－Revoiution，ユ959，p、ヱ21より
　　作成。
⑪　大塚久雄・入交好脩編r経1斉吏学論集」，河出書房新杜，1962，p．282．
⑫　同上，282頁一284頁o
⑱　E・L　Jones，IndustriaI　Capita－and　Landed　Investment：The　Arkwrights　in
　Herefordshire，1809－1843（E・L・Jones＆G・E・Mingay　ed・Land，Labour　and
　Population　in　the　Industrial　Revolution），1967，
　　　以下叙述の基本線はジ目一ンズの本論文に負うところ大である。
⑭R，S．Fitt㎝＆A．P．Wadsworth，Tbe　Stmtts　a珂d　tbe　Arkwrights，1958，
　PP．96－97．に引用のGentIeman’s　Magagineの表現o
⑮　E．L．Jones＆G．E．Mingay　ed一，Land，Labour　and　Population　in　the　Indus－
　trial　Revo1ution，1968，p．53．
⑯　L．S．Pressne1l，Country　Banking　in　the　Industrial　Revolution，1956，p．30．
Φヵ　　Ibid。，p．335。
⑱　Encycloped｛a　Britanica，工96工年度版，第1工巻，P．497．
⑲　The　Victoria　History　of　t］］e　Counties　of　England，A　History　o土Hereford－
　shire，Volume　I，1908，p．407．
㊧Φ　Ibid一，p．410．
を］）　Ibid一，p．410．
鯛　　Ibid一，p－418一
鶴W．Cobbett，Rurai　Rides，everyman’s1ibrary，Volume　I，1948，pp．80－81．
鈎　　E・L．Jones＆G．E・Mingay，Land，Labour　and　Population　in　the　Industrial
　Revo1ution，ユ967，p，68、
錫　Ibid．，p・58より作成o
⑳　　Ibid一，p．62．
㈲　山之内靖rイギリス市民革命期における資本制借地農業の展開」（土地制度吏学
　第30号），ユ966，10頁。
鯛　E．L．Jones，The　AgricuItural　Labour　Market　in　England，1793－1872（Econo－
　mic　History　Review　VoL　XVユI，No．2），1964，p－327．
鶴　E－L　Jones＆G－E．Mingay　ed．，Land，Labour　and　Population　in　the　Indus・
　trial　Revolution，1967，P．64。
臼Φ　　Ibid一，p，65．
帥　Ibid・，pp・48－71より作成o
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1V　アークライト家の土地投資を規定した要因
（1）経済的要因についての考察〔農業部門〕
　以上我々は農業杜会から工業杜会への過渡期たる産業革命期に綿工業資本家
2代アークライトが，その資金及び経営活動を工業から農業へと移動させてい
く状態を，不十分ながら考察して来た。我々は経済学上の一般的常識とは，相
反するこのような現象をどう理解したらよいであろうか。ここでは，アークラ
イト家の土地投資を規定した要因を，経済的要因と非経済的要因とに分類して
考えていきたい。但し，現実の歴史現象は，経済的要因と非経済的要因とが密
接に融合しており，明確に分離することは不可能である。それ故，経済的要因
と非経済的要因という分類は便宜的なものである。さらに，史料的制約上・記
述は断定的であるよりはむしろ示唆的にとどめざるをえない。我々は2代アー
クライトが，所領を購入した1809年前後の経済的要因について，最初に小麦価
格の変動を取り上げたい。第10表ぱ毛利健三氏の作成したものである。ω
　この表での小麦価格水準とアークライト家の農業活動を比較してみると，ア
ークライト家の農業活動が極めて緊密に農業の景気の変動に関連しているのが
　　　第10表18．19世紀イギリスの小麦価椿　　　わか私まず・ハソプトン．
時期区分 平均価格（クォーター） 農業の景況
17951801■80。．21／、d．、。。2二、、。五16、、．、い．・…一・・・引…一～．1814－1816　　72s．　9里んd．
黄金時代
農業の窮追
黄金時代
農業の窮迫
1817一工819　　85s．　7d．ll：1二1：1：1：：ぷ1凶作による騰貴
農業の窮迫
不況・沈滞期
1853－1874　　　54s．　915ノ皇皇d．　　　　■ 蓑金蒔代
・…一・…1・・…21／蝸・・ 農業恐慌期
r毛禾1腱三．r1815－6年のイギリス農業不況」土〔 利健三，r1815－6年のイギリス農業不況」土
　地制度史挙24号，P．4〕
l18
コート購入時の1809年は，
小麦平均価格が19世紀で最
高の95s，72ノ畠d．を示して
おり，農業の「黄金時代」
であつた。2代アークライ
トが直営農場の改良に着手
したのも1811年から1814年
の「黄金時代」であったが，
この計画は，1815年一1816
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年のr農業の窮迫」期には中挫してい私そして1820年代からはじまり，長期
にわたるr農業の窮迫」期，r不況・沈滞」期においては，農場諸設備は荒廃
し，2代アークライトはこの20年代以降土地集積に熱意を示さなくなってく
る。2代アークライトが，如何に景気の動きに敏感であったかは，借金関係項
目に関してみても明瞭となる。例えぼ，r黄金時代」である1811年には，隣人
ベリソグトソ（Beli螂㎝）に，不承不承ではあるが，2万ポソドを融資してい
る。ところがr農業の窮迫」期たる18ユ5年には，早速ベリングトンヘ返済の督
促をし，自分の事務弁護人（solidt0・）からの1万ポソドの借金さえ拒否してい
乱そしてr農業の窮迫」期の1820年代にはベリングトソヘ再度借金のとりた
てをするので，3代ジ目ソ・アークライトによって2人の仲が伸裁されなげれ
ばならない程であった。最後に景気が悪化した時に，アークライト家によって
行なわれている一系列の経済活動がある。それは「農業の窮迫」期である1814
年に2代アークライトによるDinmOre　Hil1への新道の開設である。さらに，
r農業の窮迫」期の1815年には，2代アークライトは借地農に代って固定資産
税を麦払っており，「不況・沈滞」期たる1830年代には3代アークライトは，
r私の隣人へ冬期の仕事を与える最良の方法」②として灌激計画をたて，150人
の労務者を雇っている。さらに2代アークライトの息子ロバートや，3代ジョ
ソ・アークライトが，農業　　　　　　　　　　　　　　500　　　　　　第5図地代の変動
改良事業に熱中するのは，
　　　　　　　　　　　　　　400
「不況・沈滞」期たる1840
　　　　　　　　　　　　　　300年代である。以上の様に杜
　　　　　　　　　　　　　　200会的閻接資本投資たる新道
の開設や農業改良事業がむ　　lOO
しろ農業の不況期に集中し　　　　　　　　　　　　　　　1700　　1725　　1750　　1775　　1800　　1825　　1850　　1875　　1900
て行なわれたのは興味深い　　　　　　　　　　　　　　｛173ト50を100とする）
史実である。その動穫はど　　〔Ch固mb。。昌＆Mi榊．Th．Ag．i。。lt皿。副1R。。。1．ti。ローP－I67］
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うであろうともこの様な経済活動が，借地農や農業労働者のリスクを負担し，
衝撃をやわらげたのは事実である。
　アークライト家は購入した所領を，一部分直営し，他を借地農に貸出してい
た。そこで，引き続き借地農から徴収される地代収入額の変動を検討する必要
がある。チェソバーズ（J．D－Chambers）とミンゲイ（G．E．Mi㎎ay）による第5
図から，幅〕我々はアークライト家の所領購入年度たる1809年前後には，地代が
急上昇しているのが理解できる。
　この様に農業部門のみを敢り上げて論ずるならぼ，アークライト家の所領購
入蒔点たる1809年においては，農業は繁栄しており，その意味では経済的誘因
が存在したと考えられる。
年代I瀦繋堺苧
1760 0．6
1772－1774 0．9
1781－1783 4．0
1784－1786 5．4
ユ787－1799 7，O
1795－1797 10．O
1798－1800 11．1
ユ801－1803 15．O
1805－1807 ユ8．9
ユ811－1813 28．3
181トー1817 30．O
（2）経済的要因についての考察〔工業部門〕
　でぱ，綿工業の側には，アークライト家が資金及び経営活動を綿工業から引
き上げ農業へ移動させねばたらなかった積極的な要因が存在しただろうか。デ
　　　　　　　　　　　　　　　ーソ（Phyuis　Deane）とコール（W．A．Cole）
　第11表綿製品生産の変動　　　　　　　　　　　　　　　の統計4〕により綿工業の発展の状態を調べて
〔Deane＆Cole，British　Economic
Crowヒh，第42表より作成，p．185〕
みると第11表の如くである。
　第11表から，綿工業が18世紀後半から19世
紀初期にかげて，全く順調に成長していると
結論づける事ができる。そして2代アークラ
イトがハソプトン・コートを購入した1809年
前後に関しては，次の如く述べられている程
である。即ち，綿工業は，r19世紀の最初の10
年問にイギリスで最も重要な工業となった。」㈲
と。この様な綿工業の成長は，1860年代に国
内市場が飽和状態となった後も，輸出販売が
工20
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急速に拡大し続けるので，他工業に比較し，平均以上の成長率を1913年まで傑
つことができたとは，ホフマソ（W・H0迂ma㎜）の指摘するところである。一副
　それでは，経済的要因に関する考察の最後として，農工投資収益を比較して
みよう。ジョーンズは次の如く述べている。土地の収益は，成長工業の収益ぽ
ど大きくなかった。産業革命期およびナポレオソ戦争による高物価期だげは，
農業改善によってかなりの報酬を期待できた。だが，土地資産への投資によっ
て高配当を獲ようと考えていた人は誰もいなかった。土地資産は，土地王朝を
築こうとする野心家（the　man　with　dy・astic　ambit10ns）にとっては，安全でまた
とない投資対象であった。当時の人々は土地所有によって，杜会的に有利な立
場に立つことができ，長期的には経済的期待を持つ事ができたが，このために
は，公債に投資するより現金収益（cash　p・0it）が1－1．5バーセソト低下する
のを我漫する必要があった。さらに，工業への再投資よりは数バーセソトも低
かったのであるo｛刊
　以上我々は，アークライト家の土地投資の規定的要因をその経済的側面から
明確にするため，まず農業部門の投資吸引性の状態を小麦価格の変動（アーク
ライト家直営農場への適用）と地代水準の変化（借地農への貸出農場への適用）
とを指標として考察した。農業部門白体の状態のみについていえば，2代アー
クライトの土地購入時点たる1809年には，小麦価格に関しても，地代水準につ
いても，19世紀のうちでもっとも繁栄している期問であったと考えることが
できた。そこで，次に，資本を工業部門から農業部門へ押しやる積極的な経済
的要因の有無を調べたのであ私そして最後に，農業部門と工業部門との両者
の比較という立体的視点から，両部門での投資収益の比較を行なったのであ
る。以上を総合して，農業への資本の投下は決して経済的要因のみで説明し尽
くすことはできないと結論できるであろう。
（3）非経済的要因についての考察
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　土地所有の持つ非経済的要因について，ハバカク（H・J・Habakkuk）は・19世
紀のイギリスとアメリカを比較して次の如く述べている。アメリカでは，製造
業者達が，特に投機的目的のために土地を購入することができた。そして，ア
メリカにおける土地の投機的誘因（spe㎝lative　pul10｛land）に匹敵するものが，
イギリスにおける土地の杜会的誘引（s㏄ial　puu　Of　land）であった。土地資産が
政治カの源泉であるイギリスにおいては，土地の購入は，心理的収益（psychic
retum）を生んだが，アメリカではそうではなかった㈲。ハバカクは，18世紀
におげるイギリスの投資率は，労働を含む生産諸要素の増加に比し急遠に上昇
したが，19世紀前半には投資率が鈍化し，資本過剰国の様相を呈してくると述
べたあと，1つの可能な説明は，イギリスの企業者によりひたむきさが足りな
かった（lesssi㎎le－minded）からだとして，次のような説明を加えるのである。既
に17世紀の後期から，イギリスの貿易は，その商人の資本および企業者能力が
土地所有制へと吸収されてしまうため，不幸にもその一般的成長を阻害される
ことが多かった。このような傾向ぱ，18世紀後期と19世紀初期にも，依然とし
て製造業者達の間に存在していたのである。製造業から引退するのに十分な資
金を貯えるのを目的とした製造業者達は，資金を十分にたくわえる迄は・活発
に工業へ再投資した。だが，一度資産を築き上げてし重うと，投資を継続す
れば，より多くの収益を獲得できるのがわかっていても，投資を断念する場
合が多かった。そして，少しでも収益が下落する見通しだと，工業から急い
で手を引くことになったのである。イギリス産業革命期の幾人かの企業老達
は，土地所右家族を築き上げるため（tO　fOmd　landed　familieS）最終的には経営
（business）から資金を引き上げてしまったのである。⑲〕何故なら，イギリスにお
いては，実業の他に権力と威信の源泉があったからである。即ち，土地所有
（1andownership），官僚制（bu・・aucracy），軍隊（the　amy），および知的専門職
（the　p・0fessions）の4分野が有能な人材を競って求めていたからである。とこ
ろが，アメリカにおいては，以上の如き強力な競争分野が不在なので，有能な
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野心家達は，当然，実業界へ参加した。これは，実業界で得られる利得のため
だけでなく，それ以上に実業家は国の指導者だったからである。ωさらに，イ
ギリス製鉄業者に関するアシュトソ（T．S，AshtOn）の研究によれぼ，幾人かの
製鉄業者は，自己の家族をより高い杜会的地位に上昇させるという野心が達成
され，イギリス貴族の静穏な環境への参加が許されるや否やr彼らが，そこへ
昇るために使われた製鉄業という梯子をけり落してしまう」ωのであ孔イギ
リスにおける土地所有は，経済的な魅力を備えていると同時に，一家を築き上
げ，杜会的地位を昇進させ，政治力を獲得するための機会を与えてい乱そし
て，経済的，社会的，政治的要因が土地所有の杜会的分布を決定したのであ
る。胸それでは，最後に，政治的要因について考察しておこう。申村英勝氏の
研究によると，1832年の選挙法改正以前における，国会議員選挙の選挙資格
は，ヘリフォドシャのような州選挙区では，年蚊40シリソグ以上の自由土地
保有者に限定されていたのであ引1割他方被選挙資格は，18世紀の初頭以来，
州代表は，年価値600ポソド，都市代表は300ポソド以上の土地財産を有すべ
きだと規定されていたのである。＝旭］このことから，土地所有の持つ政治的意義
が明確となる。特に選挙の行なわれる場合，地主は有権老たる借地農に絶大な
影響力をふるい，自分の好みの候補者に投票を強制させる力を保持していたの
である。このような地主の持つ力を利用して，2代アークライトの長男リチャ
ード・アークライトは，1813－18年，ユ826－30年の2回，下院議員（Me㎜be・
0fPa・Iiament）に当選している。㈲その後のアークライト家の政治活動について
ギャシュ（N．Gash）は，次の如く述べている。発明家リチャード・アークライ
トの孫であるダァービシャのジョージ・アークライトは，1842年の補欠選挙に
当選し，それ以降1847年と1852年の選挙にも引き続き当選している。㈹これは，
ヘリフォドシャ，ハソプトソ・コートのジ目ソ・アークライトの援助によると
ころ大だったのであ乱我々が，考察の対象としたハソプトソ・コートのアー
クラィト家は，選挙区に実権を持つようになり，1848年の補欠選挙でもフレデ
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リック・ピール（F．Pe・一）を援助し，当選させている。そして，次の選挙でぽ
7レデリックの代りにフィーリモア（J・G・Phin㎞0・・）を推薦し当選させてい
る。帥以上の事実からも大土地所有考の持つ政治的影響力の大きさを知ること
ができる。以上我々は，経済的要因と非経済的要因との両者から・アークライ
ト家の土地投資を規定した要因を考察してきた。アークライト家の土地嬉入の
過程は，ジョーンズも述べているように「長期の杜会的野心（1O㎎一・un　SoCia1
ambitiOn）と短期の経済的利益（sh0・t－rm丘nancia1interest）とが，調和均衡し
たり，対立競合したりする過程だった」㈱のである。
注（1）毛利健三r1815－6年のイギリス農業不況」（土地制度史学第24号）・1964・4頁。
　（2〕　E，L．Jones，The　Ag㎡cu1t1ユral　Labouf　Maエket　in　England，1794－1872（Econo－
　　mic　History　Review　Vo1．XVII，No．2），1964，p．327．
　（3）J．D．Chambers＆G．E．Mingay，The　Agricultural　Revolution，1966，p．167一
　（4〕Phy11is　Deane＆W、んCole，British　Economic　Growth・1962・P・185・第42表
　　より作成o
　（5〕　Ibid．，p．191．
　（6〕W．Ho丘㎜am，The　Growth　of　Industrial　Production　in　Great　Britain（Econo・
　　mic　History　Review▽o1．II，No．2），1949，p．170。
　（7）　E・L，Jones＆G．E．Mingay　ed・，Land，Labour　and　Popu王ation　in　the　Indus－
　　trial　RevoIution，1967，p．70。
　（8〕H．工Habakkuk，American　and　British　Techno1ogy　in　the　Nineteenth　Cen－
　　tury，1962，p－72．
　（g）　Ibid一，p．177一
　Φ◎　　Ibid．，p－190．
　⑪　T．S．Ashton，Iron　and　Stee1in　the　Industria1RevoIution，1951，p．217．
　⑫F．M．LTh岬…，Th・S。・i・ldi・t・ib・ti。・。fL・・d・dPmP的i・E・91・・d
　　since　the　Sixteenth　Century（Economic　History　Review　Volume　XIX，No．3），
　　1966，p．516一
　⑬　中村英勝rイギリス議会吏」。有斐閣，1959，147頁。
　⑭　　同　上。149頁o
　⑮　G，R　Judd，Members　of　Par1iament：1734＿1832．1955，p－106。
　⑯　N．Gash，Politics　in　the　Age　of　Peel，ユ953，p．198．
　①ヵ　Ibid．，p．199．
　一24
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胸　E・L1Jones＆G・E・Mingay　ed・，Land，Labour　and　Population　in　the　Indus－
　trial　Revolution，1967，p．66。
V　結　　　　び
　最後に冒頭で設定した3つの問題に関して，極めて不十分ながら，本稿が明
らかにしえたと考えられる点を要約して結びとしたい。まず第1に，我々はイ
ギリス産業革命期における農業と工業との関係について考察した。我々は工業
化の前提として，農業生産力の上昇が必要だとするジョーソズの見解に依拠し
つつ，イギリスにおいて，農業生産力の上昇が工業化を惹起する遇程を具体的
に考察してきたのである。ジョーソズによるとそのプロセスは，略次の如くで
あろう。即ち，イギリスの農業生産力は，17世紀一18世紀の農業新技術（大陸
からの飼料作物の導入を中心とする）の導入を契機として急速に上昇を開姶し
た。何故ならば，人造肥料の存在しない当時の杜会においては，厩肥は極めて
重要なr地力維持手段」であり，飼料作物の導入は家畜の大量飼育を可能とす
ることにより，この厩肥を増加させたからである。ところで，この飼料作物の
導入による農業生産力の上昇は，イギリス全土に均質的な影響力を及ぼしたの
ではない。農業生産力の上昇は，軽土壌地域におげる穀物生産を急激に増加さ
せこの地域を穀物過剰生産地域とした。これは主として，サウス・イソグラソ
ドおよびイースト・アソグリアの場合である。これに対して，自然条件の不利
な粘土地域は，穀物過剰生産地域と穀物生産では競争できなくたり，家内工業
と牧劃こ特化するのであ乱これは，産業革命の発生地たるイソグラソド北部
及びミドラソドの場合である。このように，工業化に対する最初の刺激は，穀
物生産で競争できない農業後進地域の住民による副業への要求より生じたとさ
れるのである。農業を中心とした杜会から工業を中心とした杜会へと変貌しつ
つある当時のイギリスにおいては，このような農業におげる生産力の上昇が工
業化にあたって，大きな役割を演じていたのである。考察対象期のイギリスに
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おいては，農業部門から工業部門へと資金や労働力が移動しつつあった。これ
に対して，アークライト家の事例においては，資金及び経営活動が工業部門か
ら農業部門へと正反対の流れを示しているのに注目しておく必要がある。
　以上の如き基本的理解を前提として，我々は第2点として，アークライト家
の経営活動の考察を意図したのであ㍍アークライト家の研究は，従来，主と
して発明家としての側面や工業資本家としての側面からのみなされることが多
かった。そこで我々は，産業革命期における工業資本家の農業活動の究明とい
う視点から，アークライト家の所領購入及び農業活動を明らかにしようとした
のである。というのは，rアークライトエ場」が，産業革命の進展につれて，
衰退していく主因は，中川敬一郎氏の主張するように，綿工業内部に存在した
と考えられるが，同時にその経営の比重が綿工業部門から農業部門へと移動し
たことがその遠因のひとつではないかと考えたからである。ところで，初代ア
ークライト（1732－92）は，18世紀の伝記作成上依然として謎の人物とされてい
る。彼は1732年，ランカシャのプレストソで生れ，蟹用の髪を買いながら旅を
したりしていたが，1768年に，後に水力紡績機として知られるローラー・スピ
ニングをr発明」したのである。初代アークライトは，1792年に死去した蒔，
綿工業活動で蓄積したと考えられる「50万ポソドを少し欠げる財産」とr大部
分のドイツ諸侯の収入よりも大きな収益をあげる製造工場」を残していた。彼
は，農業活動用の土地を購入せず，専ら工業活動に勉励していたと推測しう
る。これに対して，2代アークライト（1755－18蝪）は，所領購入に積極的であ
った。2代アークライトは，1808年7月ヘリブォドシャ，レムスターの所領販
売の新聞広告に注目した。このヘリフォドシャは，隣接諸州との連絡の不便
な辺境州だったので，2代アークライトは，最初この土地の購入を蹉購した。
だが，この所領の農地自身は，肥沃で魅力的なものであった。そこで，購入を
決意した彼は，交渉をロソドンの取引銀行の杜員ジョソ・スミスに委任するの
である。ジョソ・スミスは，この所領を売却して資金をつくる必要に追られて
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いた売主，エセックス脚と交渉を開始した。2代アークライトは，スミスに交
渉を続行させながら，5通にも及ぶ価格査定書を入手し，この土地購入を慎重
に検討するのであ㍍そして1809年3月，229，000ポソドでこの所領を購入し，
農場としての経営に着手したのである。2代アークライトが，所領購入に費や
した資金は，1809年の全国綿工業投資額80万ポソドの4分の1強にも達したの
である。このようにして購入した所領の農場諸設備は荒廃し，野晒にされてい
た。2代アークライトは，農場改良事業に着手し，排水計画や新道開設に努め
ている。1819年ハソプトン・コートに移住した3代ジョソ・アークライトは，
父親の2代アークライトにたえず送金を求めていた。それは，この時，3代ジ
ョン・アークライトの若き目の賛沢が頂点に達しようとしており，ハンプト
ソ・コート・ハウスを自分の好みの邸宅に改築しようとしていたからである。
彼は1819年から1822年にかげて総計4万ポソドの送金を受けたが，これは，2
代アークライトの工業利潤からまわされたものであった。3代目のアークライ
ト兄弟達は，自分達を哺育してくれた綿工業とは，もうきっぱりと手を切って
しまっていた。それ故，アークライト家が綿工業で資本を蓄積したことは，彼
らの紋章が，綿糸の「かせ」であることから推測しうるに過ぎなくなってしま
った。以上我々は，綿工業資本家初代アークライト，綿工業を営みながら広大
な土地購入を行ない，農業活動にも熱意を傾げた2代アークライト，綿工業か
ら全く遠ざかってしまった3代アークライトと，アークライト家3代にわたる
経営活動を考察してきた。これは，結論の第1点で述べた農業から工業への動
きとは反対の，工業部門から農業部門への資金及び経営活動の移動だったので
ある。
　それでは，かかる現象がイギリス産業革命期に発生したのは何故だろうか。
我々は，第3点として，アークライト家の土地投資を規定した要因を考察した
のである。まず，経済的要因として，小麦価格の変動を調べると，2代アーク
ライトが土地を購入した1809年は，小麦価格は19世紀で最高値を示し，この時
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期は農業の黄金時代であった。さらに地代の変動に目を転ずると，1809年前後
は地代が急上昇している蒔期だったのである。このように，農業部門の繁栄を
確認したのち，綿工業の状態を調べたところ綿工業は，全体として頗調に成長
していたのが判明した。そこで，農工投資収益を調べてみると，当時の投資収
益は，（1）工業への再投資，（2）公債，（3）土地投資の順であり，土地投資ぱ最も収
益が少ないと考えることができた。このように，経済的要因だげでは十分に説
明できないアークライト家の土地投資を説明するため，続いて非経済的要因の
分析を行なったのである。イギリスにおいて，土地所右の持つ杜会的威力は，
大なるものがあった。土地所有は経済的魅力を備えていると同時に，一家を築
き上げ，杜会的地位を上昇させ，政治力を獲得する機会を与えていたのである。
そして，2代アークライトの土地購入を通じて，3代目のアークライト兄弟達
は，地方自治体，議会，教会，法律専門職などの杜会的威信の高い分野で活躍
するようになった。土地所有の持つ政治的要因について述べるならぼ，2代リ
チャード・アークライトは，2回下院議員に選挙されている。また，3代ジ目
ン・アークライトも選挙区に実権をふるっていたのは，既にみてきた如くであ
る。19世紀前半は，穀物法をめぐって地主階級が自已の利害を議会で主張する
ことが必要だったのであろう。以上，本稿の述べてきたところを整理して結び
としたが，アークライト家の経営史料が不十分なので，隔靴掻痒の感があると
の批判は，之を素直に受け入れざるをえない。
〔追記〕本稿を発表するにあたり，忌揮のない批判と有益なコメ：■トを与えて下さった
　諸先学に，心から謝意を表Lたい。
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